
 

  

● ● ● ● 卒卒業業判判定定基基準準単単位位表表  （（平平成成２２８８年年度度以以降降入入学学者者用用））  ● ● ● ●  

  

科科  目目  区区  分分  履履修修区区分分  単単位位数数  備備    考考  

 主主専専攻攻  

主専攻科目 選択必修 4488 

所属する学系の主主専専攻攻科科目目表表より。【【注注１１～～４４】】 

以下の学系については、次の条件を付す。 

・・人人間間科科学学系系：：  「「講講義義以以外外のの科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

・・国国際際文文明明学学系系：：  「「学学部部科科目目ででああるる講講義義科科目目」」2244単単位位以以上上  

「「基基礎礎演演習習・・基基礎礎ゼゼミミナナーールル科科目目」」４４単単位位以以上上、および「「演演習習科科

目目」」４４単単位位以以上上を修得すること。  

・・自自然然科科学学系系：：  「「演演習習科科目目（（基基礎礎演演習習はは含含ままなないい））」」８８単単位位以以上上、 

「「学学部部科科目目ででああるる課課題題演演習習科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

卒業論文 
／卒業研究 

必  修 1122 
【【注注５５】】 

「研究を他者

に語る」 
必  修＊ －－  

「「研研究究をを他他者者にに語語るる」」のの項項をを参参照照。。  

＊＊平平成成２２９９年年度度以以前前入入学学者者ににつついいててはは、、実実施施をを推推奨奨すするる。。  

  副副  専専  攻攻  選択必修 2200 

所属する学系以外の副専攻より。 

副副専専攻攻科科目目表表参照。 

副副専専攻攻番番号号①①～～⑩⑩については、講講義義以以外外のの科科目目をを４４単単位位  

以以上上含含むむこと。  

  学学  系系  入入  門門  科科  目目  選択必修 44 
所属する学系以外の入門科目より。 

２２学学系系以以上上ににわわたたるるこことと。。 

  外外  国国  語語  科科  目目  選択必修 2244 

全学共通科目の外国語科目群より。 

１１外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上と  

そそのの他他のの１１ままたたはは２２外外国国語語かからら１１２２単単位位以以上上。 

・外国人留学生のみ「日本語」を選択することができる。 

・外国人留学生（Kyoto iUPの学生を含む）の母語の科

目は、外国語科目に含まれない。 

・全学共通科目各群のE科目で修得した単位を英語の

単位に含めることができる。英語から12単位を履修する

場合は、英語(ﾘ-ﾃﾞｨﾝｸﾞ)4単位、英語(ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ-ﾘｽﾆﾝ

ｸﾞ)A･B各2単位を含むこと。 

  自自  由由  科科  目目  選択必修 3322以以上上 

京都大学において、学部学生向けに開講されている 

すべての科目より。【【注注６６】】 

（他学部科目については、学系により科目数または単位数に

制限を設けることがある）。 

各科目区分（自由科目を除く）の所定の単位数を超えた単位

は、自由科目へ算入される。 

  合合  計計  単単  位位  数数   114400   

 

【【注注１１】】  所所属属すするる学学系系のの入入門門科科目目（（主主専専攻攻科科目目にに含含ままれれるる））のの履履修修もも強強くく推推奨奨すするる。。  
 
【【注注２２】】  学系主任等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」および留学により修得した単位は、16単位まで主

専攻に含めることができる。なお、留学により修得した単位の認定を希望する場合は、必ず、留学前に所定の手続き

を行うこと。 
  

【【注注３３】】  「既修得単位」については、留学により修得した単位と合わせて、30単位まで外国語科目または自由科目として認

定することができる。ただし、外国語科目としての認定は、平成30年度以前入学者とする。 
  

【【注注４４】】  「学部特殊講義」については、主専攻または副専攻として認めるものがあるので、「特殊講義（学部共通）科目表」を

参照のこと。 
 

【【注注５５】】  卒業論文･卒業研究のための演習を課す場合があるので、指導教員に確認のうえ履修すること。 
 

【【注注６６】】  教育職員免許状「保健体育」取得に必要な体育実技Ⅱ、教育学部開講の教職に関する科目および学芸員等の資

格取得に必要な科目については、本学部の卒業単位に含まれない。  

 

− 13 −



 

  

● ● ● ● 卒業判定基準単位表 （平成２７年度以前入学者用）  ● ● ● ●  

  

科科  目目  区区  分分  履履修修区区分分  単単位位数数  備備    考考  

 主主専専攻攻  

主専攻科目 選択必修 4488 

 

所属する学系の主主専専攻攻科科目目表表より。【【注注11～～４４】】 

以下の学系については、次の条件を付す。 

・・人人間間科科学学系系：：  「「講講義義以以外外のの科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

・・国国際際文文明明学学系系：：  「「学学部部科科目目ででああるる講講義義科科目目」」2244単単位位以以上上  

「「基基礎礎演演習習・・基基礎礎ゼゼミミナナーールル科科目目」」４４単単位位以以上上、および「「演演習習科科

目目」」４４単単位位以以上上を修得すること。  

・・自自然然科科学学系系：：  「「演演習習科科目目（（基基礎礎演演習習はは含含ままなないい））」」８８単単位位以以上上、

「「学学部部科科目目ででああるる課課題題演演習習科科目目」」８８単単位位以以上上を修得すること。 

卒業論文 

／卒業研究 
必  修 1122 

【【注注５５】】 

「研究を他者

に語る」 
推  奨 －－  

「「研研究究をを他他者者にに語語るる」」のの項項をを参参照照。。  

全全員員のの実実施施をを推推奨奨すするる。。  

  副副  専専  攻攻  選択必修 2200 

所属する学系以外の副専攻より。 

副副専専攻攻科科目目表表参照。 

副副専専攻攻番番号号①①～～⑩⑩については、講講義義以以外外のの科科目目をを４４単単位位  

以以上上含含むむこと。  

  学学  系系  入入  門門  科科  目目  選択必修 44 
所属する学系以外の入門科目より。 

２２学学系系以以上上ににわわたたるるこことと。。 

  外外  国国  語語  科科  目目  選択必修 1122 

全学共通科目の外国語科目群より。 

１１外外国国語語かからら６６単単位位以以上上と  

そそのの他他のの１１ままたたはは２２外外国国語語かからら６６単単位位以以上上。 

・外国人留学生のみ「日本語」を選択することができる。 

・外国人留学生（Kyoto iUPの学生を含む）の母語の科

目は、外国語科目に含まれない。 

  自自  由由  科科  目目  選択必修 3322以以上上 

京都大学において、学部学生向けに開講されている 

すべての科目より。【【注注６６】】 

（他学部科目については、学系により科目数または単位数に

制限を設けることがある）。 

各科目区分（自由科目を除く）の所定の単位数を超えた単

位は、自由科目へ算入される。 

  合合  計計  単単  位位  数数   112288   

 

【【注注１１】】  所所属属すするる学学系系のの入入門門科科目目（（主主専専攻攻科科目目にに含含ままれれるる））のの履履修修もも強強くく推推奨奨すするる。。 
  

【【注注２２】】  学系主任等の認定を受けた「他学系・他学部の学部専門科目」および留学により修得した単位は、16単位まで主

専攻に含めることができる。なお、留学により修得した単位の認定を希望する場合は、必ず、留学前に所定の手続き

を行うこと。 
  

【【注注３３】】  「既修得単位」については、留学により修得した単位と合わせて、30単位まで外国語科目または自由科目として認

定することができる。 
  

【【注注４４】】  「学部特殊講義」については、主専攻または副専攻として認めるものがあるので、「特殊講義（学部共通）科目表」を

参照のこと。 
 

【【注注５５】】  卒業論文･卒業研究のための演習を課す場合があるので、指導教員に確認のうえ履修すること。  
  

【【注注６６】】  教育職員免許状「保健体育」取得に必要な体育実技Ⅱ、教育学部開講の教職に関する科目および学芸員等の資

格取得に必要な科目については、本学部の卒業単位に含まれない。  
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